


































『
は
組
』結
成
10
周
年
を
迎
え
て

　

女
性
消
防
団
『
は
組
』
は
、
お
陰

様
で
結
成
10
周
年
を
迎
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　

現
在
学
生
４
名
、
社
会
人
５
名
の

９
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
主
な
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
地
域
防
災
の
た
め
、
応
急
手
当

の
指
導
を
中
学
校
や
、
自
治
会
の
自

主
防
災
訓
練
で
行
い
、
啓
発
活
動
で

は
火
防
巡
視
・
介
護
施
設
訪
問
、
幼

稚
園
・
保
育
所
で
幼
児
向
け
防
火
教

育
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
印
象
に
残
る
よ

う
に
『
分
か
り
や
す
く
、
興
味
の
持

て
る
内
容
』
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
他
の
活
動
で
は
、
全
国
の
女

性
団
員
が
一
堂
に
会
し
、
活
動
発
表

や
情
報
交
換
を
す
る
研
修
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
受
け
た
女
性
団
員
研
修

は
『
女
性
視
点
か
ら
の
地
域
防
災
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
ど
の
様
な
問
題
が

あ
る
の
か
、
女
性
団
員
と
し
て
何
が
出

来
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
災
害
に
対
す
る
知
識
と

経
験
が
乏
し
く
、
実
際
に
災
害
が
起

き
た
ら
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
早
速
『
イ
ツ
モ
防
災
基

礎
講
座
』『
防
災
士
資
格
取
得
講
座
』

を
受
講
し
、
防
災
館
で
地
震
や
煙
、

暴
風
雨
の
体
験
を
通
し
て
知
識
を
高

め
ま
し
た
。

　
今
後
は
今
ま
で
の
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
大
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

学
校
や
仕
事
、
家
庭
と
両
立
し
て

助
け
合
い
、
年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
で
す

が
と
て
も
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
『
は
組
』
を
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

・特別表彰まとい受章
・『は組』結成10周年
・第14代　団長誕生
・防災豆知識

表紙撮影：月光堂　カメラ店

編集：飯能消防団広報委員会　発行：令和元年11月1日

これからも地域のために!!

祝！まとい受章

11月23日（土）午前８時から飯能日高消防署で飯能消防団特別点検を行います。ぜひご来場ください。
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号

『は組』の活動はこちら

一致団結

幼児向け防火教育

飯能市
イメージキャラクター

夢馬

委
員
長　
　
　

小
川　

光
弘　

⃝

表
紙
担
当　
　
　

佐
野　

昌
生　

①

　
　
　
　
　
　
　

小
宮　

理
陽　

②

　
　
　
　
　
　
　

鈴
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渓
太　

⑤

　
　
　
　
　
　
　

仁
科　

進
一
郎
⑥

　
　
　
　
　
　
　

小
島　

悠
治　

⑦

　
　
　
　
　
　
　

朝
海　
　

隆　

⑨

記
事
担
当　
　
　

大
河
原　

隆
司
③

　
　
　
　
　
　
　

尾
澤　

智
明　

④

　
　
　
　
　
　
　

平
沼　
　

忠　

⑧

　
　
　
　
　
　
　

紺
野　

祐
一
郎
⑩

　
　
　
　
　
　
　

岩
本　

研
二　

⑪

進　
　

行　
　
　

石
井　

健
之　

⃝

　
　
　
　
　
　
　

杉
山　
　

覚　

⃝

※
丸
数
字
は
所
属
分
団
を
表
す

本本本

編 

集 

委 

員

　

職
業
も
年
代
も
違
う
各
分
団
の
代

表
は
、「
記
事
作
り
」
な
ど
無
縁
の

素
人
集
団
。

　

チ
カ
ラ
加
減
が
分
か
ら
ず
、
泣
く

泣
く
ボ
ツ
に
な
っ
た
企
画
も
‥

　

市
民
の
皆
様
に
我
々
の
存
在
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
気
持
ち
で「
か

わ
ら
ば
ん
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

締
め
切
り
に
追
わ
れ
、一
丸
と
な
っ

て
目
標
に
突
き
進
む
様
は
、
火
事
場

の
そ
れ
と
同
様
。

　

連
日
連
夜
の
編
集
会
議
は
辛
か
っ

た
け
ど
、
こ
ん
な
達
成
感
を
味
わ
え

る
の
も
消
防
団
な
ら
で
は
。

編 

集 

後 

記



① 災害を未然に防ぐために行われる取り組み。
② オフィスビルに入居する事務所や店舗の事。
③ 一般的な消防車の色。
④ 西武線の特急『ラビューとレッド○○○』
⑤ 『防災伝言○○○○』171番。
⑥ 重さの単位。千キログラム。
⑦ はげしくぶつかること。
⑧ 飯能の一部では『ミヤマ○○○○』が取れるらしい。
⑨ 地震速報、気に成る『マグニチュードとシン○○○』
⑩ 『ムーミン』に登場するキャラクター『ちびの○○』
⑪ 公衆電話で使えるテレフォンカード、略して『テ○○』

❶ 自発的に他人・社会に奉仕する人または活動を指す。
❷ 災害時、寒さを少しでも凌ぐ為に備えておきたい。
❸ 緊急車両に搭載され大きい音を発する装置。
❹ ことわざ『○○○○もとくらし』
❺ バラに触る時は○○に気を付けて。
❻ 飯能市で開催する、東北の方との交流と震災復興を
　 願う『○○○市』
❼ ムーミンバレーパーク内にある湖の名前『○○○○湖』
❽ 舗装路以外の山野を走る『○○○○ランニング』
❾ 震源が比較的浅い地震は『○○○○型地震』
➓ ミナミの逆の方角○○

横
ヒ
ン
ト

正解者の中から30名様に、豪華景品（？）をプレゼント致します。官製はがきにクイズの答えと、〒、住所、氏名、年齢、職業（学生）、
電話番号、消防団に対するご意見ご感想を明記して、下記の宛先までご応募下さい。
締切り：令和２年1月20日（月）          宛先：〒357-8501 飯能市双柳1-1　　飯能市役所 危機管理室『かわらばん』係
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① 災害を未然に防ぐために行われる取り組み。
② オフィスビルに入居する事務所や店舗の事。
③ 一般的な消防車の色。
④ 西武線の特急『ﾗﾋﾞｭｰとﾚｯﾄﾞ○○○』
⑤ 『防災伝言○○○○』171番。
⑥ 重さの単位。千キログラム。
⑦ はげしくぶつかること。
⑧ 飯能の一部では『ミヤマ○○○○』が取れるらしい。
⑨ 地震速報、気に成る『マグニチュードとシン○○○』
⑩ 『ムーミン』に登場するキャラクター『ちびの○○』
⑪ 公衆電話で使えるテレフォンカード、略して『テ○○』　
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問題

● 自発的に他人・社会に奉仕する人または活動を指す。
● 災害時、寒さを少しでも凌ぐ為に備えておきたい。
● 緊急車両に搭載され大きい音を発する装置。
● ことわざ『○○○○もとくらし』
● バラに触る時は○○に気を付けて。
● 飯能市で開催する、東北の方との交流と震災復興を
　 願う『○○○市』
● 飯能市のレイクサイドパーク『○○○○湖』
● 舗装路以外の山野を走る『○○○○ランニング』
● 震源が比較的浅い地震は『○○○○型地震』
● ミナミの逆の方角○○。

1
2
3
4
5
6

7
8
9
10

消防団プレゼントクイズ 縦と横のヒントをたよりに、パズルを解いて下さい。全てのマス
を埋めて、８個の二重マスの文字をアルファベット順に並べると、
『ある言葉』に成ります。

問  

題

縦
ヒ
ン
ト

横
ヒ
ン
ト

消防団プレゼントクイズ

非
常
口
マ
ー
ク
！

　
駅
や
ビ
ル
、
学
校
な
ど
様
々
な

場
所
で
見
か
け
る
非
常
口
マ
ー
ク

「
誘
導
灯
」
が
２
種
類
あ
る
事
を

知
っ
て
ま
す
か
？

通
路
誘
導
灯
　
非
常
口
に
行
く
ま

で
の
通
路
、
経
路
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。
こ
の
通
路
誘
導
灯
に

従
っ
て
進
め
ば
自
然
と
非
常
口
に

辿
り
着
け
ま
す
。
白
ベ
ー
ス
な
の

は
停
電
時
に
内
蔵
し
て
あ
る
バ
ッ

テ
リ
ー
に
よ
り
照
明
の
役
割
も
期

待
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

平
成
31
年
３
月
５
日
に
東
京
都

港
区
虎
の
門
に
あ
る
日
本
消
防
会

館
で
行
わ
れ
た
、
第
71
回
『
日
本

消
防
協
会
定
例
表
彰
式
』
に
お
い

て
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
飯
能

消
防
団
は
受
章
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
江
戸
時
代
の
町

火
消
し
の
象
徴
で
あ
る
「
ま
と

い
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
特
別
表

彰
で
、
日
本
消
防
協
会
が
昭
和
54

年
に
創
設
し
た
も
の
で
す
。

　

受
章
す
る
に
は
消
防
団
設
立
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
「
消
防
庁
長

官
表
彰
旗
」
お
よ
び
「
日
本
消
防

協
会
表
彰
旗
」
を
受
章
し
て
い
る

こ
と
、
更
に
全
国
に
約
２
，２
０
０

あ
る
消
防
団
の
う
ち
、
長
期
に
わ

た
り
団
員
の
定
数
維
持
率
、
規
律

厳
正
に
し
て
技
能
熟
達
、
消
防
操

法
大
会
で
10
年
以
上
優
秀
な
成
績

を
維
持
す
る
な
ど
の
条
件
に
該
当

す
る
消
防
団
の
中
か
ら
、
毎
年
10

団
体
の
み
に
贈
ら
れ
る
日
本
消
防

協
会
が
行
う
機
関
表
彰
の
中
で
最

高
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
飯
能
消
防
団
員
一
人
ひ
と

り
が
積
み
重
ね
て
き
た
最
高
の
栄

誉
あ
る
表
彰
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
飯
能
消

防
団
第
14
代
団
長
を
拝
命
し
ま
し

た
、
新
井
安
典
と
申
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

伝
統
あ
る
飯
能
消
防
団
の
歴
代

団
長
が
繋
い
で
来
ら
れ
た
バ
ト
ン

を
受
け
、
た
い
へ
ん
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
が
終
わ
り
、
新
た
に
令
和

の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

飯
能
消
防
団
と
し
て
も
女
性
消

防
団
「
は
組
」
が
発
足
10
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

さ
て
、皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
、

３
月
に
は
自
然
と
共
生
し
た
素
晴

ら
し
い
施
設
「
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー

パ
ー
ク
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

団
長
挨
拶

　

今
ま
で
以
上
に
飯
能
の
地
に
全

国
か
ら
多
く
の
方
々
が
足
を
運
ん

で
下
さ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
、
飯
能
消
防
団
と
し
ま
し

て
も
、
古
き
良
き
伝
統
を
守
り
つ

つ
、
新
た
な
時
代
に
柔
軟
に
対
応

し
、
市
民
の
皆
様
の
「
笑
顔
を
守

る
消
防
団
」
と
し
て
活
動
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
日
々
の
訓
練
、
予
防
消

防
、
団
員
の
確
保
に
全
力
で
取
り

組
み
、
全
団
員
一
丸
と
な
っ
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

平成 ５年　飯能消防団第７分団　入団
平成 13 年　第７分団１部部長
平成 14 年　第７分団本部部長
平成 17 年　第７分団副分団長
平成 20 年　第７分団分団長
　　　　　  （平成 21 年、22 年優良分団）
平成 23 年　飯能消防団本部副団長
平成 31 年　飯能消防団第 14 代団長　就任

印刷・デザイン：（有）山村印刷

避
難
口
誘
導
灯
　
非
常
口
の
あ
る

場
所
を
示
し
て
ま
す
。
な
ぜ
緑

ベ
ー
ス
か
と
言
う
と
火
災
時
、
炎

に
照
ら
さ
れ
る
と
最
も
視
認
性
が

高
い
た
め
で
す
。
因
み
に
非
常
口

の
ド
ア
は
避
難
し
て
き
た
人
が
そ

の
ま
ま
外
に
出
ら
れ
る
様
に
外
側

に
押
し
開
け
る
方
式
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
非
常
口
を
人
が
ド
ア
を
く
ぐ
り

抜
け
る
デ
ザ
イ
ン
（
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
）
は
日
本
人
が
手
が
け
た
物
な

の
で
す
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
際
標
準
に

も
な
っ
て
お
り
世
界
中
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
普
段
何
気
な
く
目

に
し
て
い
る
非
常
口
マ
ー
ク
に
も

こ
の
様
な
違
い
が
あ
り
、
良
く
考

え
て
作
ら
れ
て
い
る
事
に
と
て
も

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
些
細
な
事
で
す
が
知
っ
て
い
れ

ば
災
害
時
に
役
に
立
つ
こ
と
で

し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
豆
知
識
に

加
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特 

別 

表 

彰 

ま 

と 

い 

受 

章

プロフィール

防
災豆知

識
正解者の中から30名様に、豪華景品をプレゼント致しま
す。官製はがきにクイズの答えと、郵便番号、住所、氏名、
年齢、職業（学生）、電話番号、消防団に対するご意見ご感想、
入団のご希望等を明記して、下記の宛先までご応募下さい。

締切：令和２年１月20日（月）
宛先 ：〒３５７－８５０１ 飯能市双柳１－１
　　　飯能市役所 危機管理室『かわらばん』係

『
ま
と
い
』は
、全
長
２
メ
ー

ト
ル
10
セ
ン
チ
で
、上
部
は

純
金
箔
、下
部
は
純
銀
箔
仕

上
げ
に
な
り
ま
す
。

表彰状第 28回埼玉県消防操法大会 表彰式

飯能市役所に展示予定特別点検　　　　　　　令和元年 9月１日現在 団員数 356名

通路誘導灯
白ベースに緑字

避難口誘導灯
緑ベース

提供：株式会社スギヤマ（スギヤマ防災）

火も電池も使わないから安全簡単
折り曲げるだけで10時間発光

φ14～
18mm

長さ19
0mm

バックに
も入る

地震に

停電に

防災用簡易ライト　イエロー



  
女
性
消
防
団
「
は
組
」

  
活
動
紹
介

 　

女
性
消
防
団「
は
組
」は
お
か
げ

様
で
発
足
11
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
一
般
５
名
・
学
生
６
名

と
年
齢
層
も
幅
広
い
11
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
地
域
の
自
主
防
災

訓
練
で
の
心
肺
蘇
生
法
と
応
急
手

当
の
指
導
。
子
供
向
け
の
防
災
教

育
そ
の
他
防
災
関
係
の
研
修
に
積

極
的
に
参
加
し
技
術
や
知
識
を
身

に
着
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
応
急
手
当
普
及
員
４

名
・
防
災
士
資
格
取
得
者
３
名
・

イ
ツ
モ
防
災
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
２
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
４
名
の
学
生
が
入
団

し
ま
し
た
。

「
は
組
」
メ
ン
バ
ー
紹
介

班
長　

青
柳　

慧
己

班
長　

小
川　

和
美

団
員　

武
田　

美
枝
子

団
員　

石
若　

紀
子

団
員　

石
川　

栄
里

団
員　

室
﨑　

香
歩

団
員　

仙
北
谷　

瑠
未

◆
新
入
団
員

大
平　

凜

榎
戸　

麻
衣

佐
野　

葵

波
平　

恭

◆
編
集
委
員

　
委
員
長 　
　
　

  

利
根
川 

忠
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本
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弘
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⑨

 
 

紺
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⑩

 
 

竹
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祥
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記
事
担
当 

柴
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美
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①

 
 

佐
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達
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②

 
 

小
池　
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⑥

 
 

小
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広
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⑦

 
 

平
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⑧

 
 

進
行 

 

新
井　

聖
二　

 

本 
 

 

山
下　

貴
史　

 

本 

＊
丸
数
字
は
所
属
分
団
を
表
す

編
集
後
記

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
伴
い
様
々
な
消
防
団
公
式
行

事
の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

最
初
は
コ
ロ
ナ
禍
に
て
無
事
に
か
わ
ら
ば

ん
発
行
と
な
る
か
不
安
で
し
た
が
、
編
集
会

議
を
重
ね
て
い
く
毎
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生

ま
れ
、
そ
の
証
が
こ
の
第
27
号
か
わ
ら
ば
ん

と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
は
も
ち
ろ
ん
、
発
行
ま
で
の
間
ご
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す

と
共
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一

日
も
早
い
収
束
を
切
に
願
い
ま
す
。

　

 

広
報
委
員
会
委
員
長

第

27
号

防
災
能
力

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

飯能
消防団

最新車両紹介!!

編集：飯能消防団広報委員会　発行：令和 3年 3月１日

飯能消防団 消防団員募集中♪
女性団員も女性団員も
大活躍中で大活躍中です！す！
女性団員も
大活躍中です！
飯能市役所危機管理室
☎042-973-2723

は組発足10周年記念式典

岩沢運動公園土砂撤去作業 中継送水訓練参加 新人団員救命講習

全団員訓練

詳しい「は組」の
活動内容はコチラ➡

飯能市イメージキャラクター飯能市イメージキャラクタージキャラクタージキャラクターージキャラクター

・積載車＆多機能車大解剖
・団員アンケート
・「は組」活動紹介 デザイン制作・印刷：（有）クレバラー・デザインスタジオ



  

消
防
団
っ
て
大
変
じ
ゃ
な  

　

い
の
？

　　

確
か
に
大
変
な
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
火
災
は
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
消

防
防
災
活
動
に
必
要
な
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
訓
練
は

休
日
に
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

で
も
、
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ

い
。
会
社
員
だ
っ
て
、
何
歳
だ
っ

て
、
引
っ
越
し
た
っ
て
、
い
ろ
ん

な
人
が
活
動
し
て
い
る
の
が
良
く

わ
か
り
ま
す
。
必
要
な
知
識
は
、

消
防
団
の
頼
れ
る
仲
間
が
教
え
て

く
れ
ま
す
。

　

活
動
に
は
家
族
を
は
じ
め
、
職

場
の
同
僚
な
ど
の
理
解
・
協
力
は

不
可
欠
で
す
が
、
過
度
な
負
担
を

強
い
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の〝
で
き
る
限
り
の

一
生
懸
命
〞で
、
一
緒
に
地
域
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
飯
能
消
防
団
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の〝
や
り
が
い
あ
ふ
れ
る
活

動
〞へ
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
能
消
防
団
の
担
い
手

　　

飯
能
消
防
団
は
、
幅
広
い
年

代
、
様
々
な
職
種
の
み
ん
な
で

担
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
分
団
に
所
属
す
る
か
は
、

お
住
ま
い
や
職
場
の
所
在
地
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
が
、
一
度
所

属
し
た
の
ち
は
、
引
っ
越
し
を
し

て
も
継
続
し
て
同
じ
分
団
に
所
属

し
ま
す
。
団
歴
も
１
年
〜
20
年
程

度
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　　
入
っ
て
良
か
っ
た
！
消
防
団

　　

消
防
団
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
答
え

が
多
く
の
現
役
団
員
か
ら
聞
か
れ

ま
し
た
。

・「
職
種
・
年
代
な
ど
を
問
わ
ず
、

地
域
に
知
り
合
い
が
増
え
、
交

友
関
係
が
広
が
っ
た
」

・「
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
」

・「
活
動
を
通
じ
て
、地
域
住
民
か

ら
の
感
謝
の
言
葉
な
ど
を
い
た

だ
き
、
地
域
貢
献
が
で
き
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
た
」

な
ど
な
ど
・
・
・

　

周
囲
か
ら
の
勧
め
を
き
っ
か
け

に
入
団
し
た
人
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
団
歴
を
重
ね
る
ほ
ど
消
防
防

災
に
関
す
る
知
識
が
増
え
る
だ
け

で
な
く
、
分
団
の
枠
を
超
え
た
仲

間
が
で
き
、
飯
能
を
知
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
退
団
後
も

仕
事
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
と
頼
れ

る
楽
し
い
仲
間
の
存
在
は
、
何
物

に
も
代
え
難
い
貴
重
な
財
産
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

＊問 題＊

 Ｑ 今回の「かわらばん」内に「夢馬」は、
　　  何体のっているでしょうか?

 Ａ  A：２ 体　　B：６ 体　　C：10 体

　正解者の中から、抽選で50名様に、防災ブランケットをプ
レゼント致します。官製ハガキにクイズの答えと、郵便番号、
住所、氏名、年齢、電話番号と本誌へのご感想、次号へのご
要望等を明記の上、下記の宛先までご応募下さい。
　

締切：令和３年３月31日（水）
宛先：〒357-8501  飯能市双柳１－１
　　　飯能市役所  危機管理室『かわらばん』係

エンジンカッター

チェーンソー

積載車 & 多機能車 大解剖
多機能車は、ポンプやホースなどの消火機材の他に、
救助に使われる機材が搭載されており、その
名前の通り、多くの災害に
対応できる車両です。

積載車とは,小型ポンプを搭載した車両です。小型ポン
プを外しても搭載した状態でも操作することができます。
今回は、導入された新型の積載車を紹介します。

赤色灯はLEDを
使用してます。

ポンプの操作は
ボタンひとつで
行えます。

ポンプも高性能に
なりました。

車の後ろには
ポンプが

入っています。

　　　団員アンケート
～実際のところ、消防団ってどんななの？

30～39歳
44％

40～49歳
36％

18～29歳
16％

50歳～ 4％

何歳ぐらいの人が多いの？

市内
90％

市外
8％

県外 2％

どこに住んでるの？

消防団に入ったきっかけは？
（複数解答）

自営業
23％

会社員
70％

学生
  7％

どんな仕事の人が多いの？

・現在１・２・３・４分団に配属されており、今年度中に７・11分団に配属予定となります。

・現在３・５・６・８・９・10・11分団に配属されております。

車両上部にも
収納スペースが
あります。

シャッターを開けると
ホースやポンプなどの

消火するための資機材が入ってます。
チェーンソーやエンジンカッターも

入ってます。

67

42

18

183

16 1

むーま

色んな格好をしているよ！

そ
の
他

団
員
が
親
族

周
囲
か
ら
の

勧
め

活
動
に

興
味
が
あ
る

仲
間
づ
く
り

地
域
貢
献
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